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序 章 李承晩と米韓関係 
第 1章 李承晩の安全保障構想と休戦会談における争点 
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 第 1節 李承晩の安全保障構想と朝鮮戦争の勃発 
  一 李承晩の太平洋同盟構想 
  二 朝鮮戦争の勃発と国連軍の指揮関係の確立 
  三 米国と共産側の予備接触と休戦会談の開始 
 第 2節 四つの議題をめぐる休戦会談の展開 
  一 休戦会談における議題 
  二 インド決議案 
第 2章 休戦案をめぐる米韓対立と相互防衛条約の調印 
 第 1節 アイゼンハワーの米韓相互防衛条約への承認過程 
  一 休戦と相互防衛条約をめぐる米韓の不和 
  二 反共捕虜の送還をめぐる休戦会談 
  三 アイゼンハワーの承認 ― 交渉開始の提案 
  四 李承晩による反共捕虜の釈放とその影響 
 第 2節 相互防衛条約をめぐる米韓協議 
  一 李承晩の休戦条件 
  二 李承晩＝ロバートソン会談 
  三 板門店における交渉の再開と休戦 
  四 ダレス訪韓と相互防衛条約の仮調印 
 第 3節 政治会議の開催をめぐる議論と米国の対韓政策の再検討 
  一 政治会議の開催に関する国連決議 
  二 米韓相互防衛条約の調印と韓国政府の強硬な姿勢 
  三 米国の対韓政策の再検討の開始 ― NSC 167/2 
  四 ニクソン副大統領の訪韓 
  五 NSC 170/1の形成 
第 3章 ジュネーヴ政治会議と米韓相互防衛条約の発効 
 第 1節 米韓相互防衛条約の批准書交換の第 1次延期 
  一 共産側の敵対行為の再開への対応 
  二 在韓米軍の撤退問題 
  三 捕虜送還問題の結末 
  四 ベルリン外相会議と批准書交換の第 1次延期 
  五 韓国軍の増強問題 
 第 2節 ジュネーヴ政治会議と米韓関係 
  一 批准書交換の第 2次延期 
  二 ジュネーヴ政治会議の決裂と米韓関係の再定義 
  三 在韓米軍の撤退をめぐる動きの再開 
  四 李承晩の訪米をめぐる調整 
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 第 3節 米韓合意議事録と批准書の交換 
  一 李承晩の訪米―米韓合意議事録の提示 
  二 中立国監視委員会の活動に対する韓国側の反発 
  三 米韓合意議事録の最終草案 
  四 最終草案をめぐる攻防 
  五 合意議事録と批准書の交換 
結 論 












































相互防衛条約は、多くの問題を抱えながら 1953 年 10 月 1 日に正式に調印され、翌年 1 月
には両国の議会で批准がなされた。しかし、条約発効には批准書の交換という条件が付さ
れていた。それは、「米韓相互防衛条約が発効されるまで、韓国軍を国連軍司令部の指揮下」































































小委員会は、2015 年 6 月 15 日に方俊栄（バン・ジュンヨン）氏の口述試験を実施し、学
位請求論文を中心として、それに関連ある語学力（母語の韓国語以外に、英語・日本語）
と学識確認の試問を行った結果、同氏が博士号学位(政治学)に値する学識と研究能力を備
えていると判断した。 
 
５、結論 
 以上をもって、本小委員会は、方俊栄（バン・ジュンヨン）氏が、研究能力並びに学位
論文に結実した研究成果の到達度の両面において、博士号（政治学)の学位を受けるに十分
値するものと判断した。 
 
